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Microtremors　measure 【nent 　is　a　ve 【y　usefUI 　me 出 od 　for　obtainhlg 　ground　dynamic　characteristics ，　including　the

predomina 皿 t　period　and 　the　site　amplificatien 　factor．　In　this　survey 　the　spatial　distribution　of 　the　nlicrotremor
’
s

predominant　period　was 　 mapped 　 over 　geologica互data　ill　 a　GIS　base　 system ．　 So　that　HIV 　 spectral 　 ratios　 of

microtremors 　were 　obtained 　in　the　Yokohama 　City．　Relationship　between　dleir　predominant 　periods　and 　the　total

thickness 　of 　the　latest　Pleisteene　and 　Holocene　deposits　was 　explained 　by　the　regressien 　equation 　Y＝A ＊X ＋B．　This
result　brings　us　that　more 　effective ．use 　ofmicrotrernor 　observations 　is　pessible　f（）r　seismic 　microzoningJn 血 is　sεudy ，
it　aims 　to　bo　 able 　 to　use 　microtnnor 　 observations 　fUrther　 more 　effectively 　to　 use 　it　fbr　hlgh　re 置iable　seismic
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1．は じめ に

マ イ ク ロ ゾー
ニ ン グに お け る微動 活 用 法 の 検討を 目的 と

し て 、主 に 横浜市 を対象に 実施 した 高密度微動観測結果

（H／V ス ペ ク トル ） に 基 づ く地盤 の 卓越 周期 につ い て 検

討 を行 っ て い る。い わ ゆる 工 学 的基盤 上 の 堆 積 環境 は地

形 の 形成過 程 の 影 響 を強 く受 けて い る と考え られ る。本

研 究で は地 形 の 形 成 が複 雑 な横 浜 市 の 低 地 ・台 地 を対 象

と しそ の 常 時微 動 観測 ・
解析 デー

タ の デー
タ ベ ース を 作

成 し、地形発達史 に 基 づ い た地形 区分を行い そ の 地 形 ご

との 地盤振 動特性 を検討する と ともに 、地盤 震動特性 と

地 形効果 との 相関性を検証す る こ とを 目的 と した 。

図 1 横 浜市 の 地形 地 質 図

2．解析方法

　横 浜 市全 域 を 25Gm × 250m の メ ッ シ ュ で 区切 り、そ の

中心 付近 を観 測点 とされ 、研 究室 に蓄 積 され た 6］46点 の

常時 微動 観測結果を デー
タ ベ ー

ス 化 し使用 した。
　 都 市 に 普 遍 的 に 存 在 す る低 層 ・中層 の 建 物 の 地 震 被 害

に 重 要 とな る 2 秒 程度 以 下 の 卓越 周 期 の 揚 合 に は、卓 越

周期 は 表層部の 堆積物の 性質 と厚 さに 依存す る と考え ら

れ る．そ こ で 、常時 微 動 の 卓 越 周 期 を Y （s ）、沖 積 層 厚

を X （m ）と して、
　 Y ＝．醒 ＋ B　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 （1）
の 回 帰 式で 両者 を関係 付 け る。A の 値 は 沖積 層 1皿 あた り

の 卓越周期 へ の 寄 与率 を示 し、沖積層 の S 波速度 に 逆比

例す る。ま た 、B＝0 な らば沖積層の 平均 S 波速度 は 4／A

に な るeB は沖積層 よ りも下位 の 堆 積物 の 卓越周 期の 寄

与 率 を 示 す。ま た R は 相 関係数 を 表す。基 盤 は、N値 50

以上 の 固結 シ ル トま た は固結砂 層 と し、そ の 上 を覆 う堆

積物 を沖積層 とす る。ま た沖積 層 厚 を求 め る ため、横 浜

市が 行 なっ た ボー
リン グ調 査 の デ

ー
タ を 参考に した 。

図 2　低 地 の 沖 積 層厚 と卓 越周 期 の 関係
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表 1　 各低 地 の 解 析 結果

A B 平 均 VsR

鶴見川 低地 中流 部 0．015303614261 ．40 ．66

鶴見 川 低地下 流部 0．01590 ．1555251 ．60 ．80

金沢低 地 0．01840 ．193721 フ．40 ．82

大 岡 川低 地 0，02910 ．115B137 、50 ．92

帷子川低地 0，0291O ．1079137 ．50 ．93

鶴見 川 低地上 流部 0．036O ．0272111 ．10 ．83
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図 3　古 多摩川谷 の 地質断面 図
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図 4　金 沢低 地 の 地 形 地 質図
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　 図 5 帷 子 川 低 地 と大 岡川 低地 の 地 形 地 質 図

3，低地 の 地盤震動特性の 検討

　本 研 究 で は、鶴 見 川 低 地、金 沢低 地、大 岡 川低 地 、帷

子 川 低 地 を対 象 と した 。な お 、鶴 見川 低地 は 上 ・中 ・下

流部 はそ れぞ れ 特 徴 的 な堆 積 物 か らな るた め細 分 した。
解析 結果 を 図 2、表 1 に 示 す。図 3 は 古多 摩川 谷 沿 い の

地 質断面 図 で 、印 の っ い て い る場 所 が 鶴見 川 低地 下 流部

で あ る。そ して 、図 4 が 金 沢低地 の 地 質断 面 図で あ る 。

沖積層 の 層構造や堆積年代が近 い た め よ く似た傾向を示

し た と考 え られ る。こ の 2 箇所 は、最 終氷 期極 相 期 （約 2
〜1．8 万 年 前）に は 河 川 が 形 成 した 深 い 谷 の 上 に 沖積層が

堆積 し形 成 され た 地形 で あ る。図 5 に 帷子 川 低地 と大 岡

川 低 地 の 地形 地 質 図 を示 す。堆 積 年 代、堆 積 物 が 非 常 に

よ く似 て い るた め 、回 帰式 は ほ ぼ同 値 と な っ た 。ど ち ら

も下 末 吉台 地 を侵 食 して い る小 河 川 の 谷底 低 地 で あ る。
小 河川 で あ る の で 堆 積物は 粘 土 ・

シ ル トか らな る。ま た、
各 下流 部 は縄 文 海 進 時 （約 1 万〜5500 年前 ）に 入 り江 と な

り軟弱 な堆 積物 が形 成 され た。また、鶴 見川 上 流 部 は A

の 値 が 大 きな 値 と な っ た。これ は N 値の 極 め て 小 さい 有

機 質土 の 堆 積 に よ る も の と考 え ら れ る。こ の 地 域は 、「i1
流 部 ・下 流 部 に く らべ 海 面 の 昇 降 ・沈 降の 影 響 をあ ま り

受 けて お らず、シ ル トや 砂 層の 上 に 有機 質土 が堆 積 し て

い る。各低 地 で、そ の 発 達史や 堆積 物 の 性 質 の 違い に よ

り回 帰式 （1）の A 、B の 値 の 差 異 が認 め られ た。
4．台地 の 地盤震動特性の 検討

本 研 究 で は、下末 吉台 地 と相模野 台 地 を対 象 と した。解

析結果 を図 6 に 示 す。台地 に は 沖積層 は 分布 しない の で

下 末 吉 台 地 で は関 東 ロ ーム 層 と海 成 層 、相模 野 台 地 で は

関東 ロ
ーム 層 を未 固結 層 と し、解析 を行 な っ た。

下 末吉台地 は 最終間氷 期 （12〜13 万 年 前）に浅 い 海底 で あ

っ た とこ ろ が隆 起 して 台 地 とな っ た。台 地 を構 成 して い

る堆積物は 海成の 砂や シ ル トを主 体と し て い る。一方 相

模 野 台地 は 約 1〜8 万 年 前 に 気候 変 化や 相 模川 の 流 路変 遷

に伴 い、下刻 と埋 積が何度 も繰 り返 され数段 の 河成段 丘

よ り な る。そ し て ど ち らの 台地 も表 層 は 厚 さ 5〜15m ほ ど

の 関東 ロ
ーム 層 に覆 われ るh 関東 ロ

ーム 層 以 下の 堆 積 物

は 下 末吉 大地 に 海 成層、相模 野 台地 に 礫層が 堆 積 して い

る。未 固結層 の 構 造 は異 な るが、卓越 周期 は ともに そ の

多 くが 0．2〜0．5 秒の 範囲内で 分布 し、回 帰式 （1＞もよ く

似た結果 となっ た。これ は 地 盤震動特性が表層の 関東 ロ

ーム 層 に依存 し て い るた め と考 え られ る。関東 ロ
ーム 層

は 二 っ の 台地 上 に 不 規則 に 堆 積 し て お り、そ の 複雑 な上

質 か ら常時 微 動観 測 結 果 に大 き く影響 した と推 測 され る。

　　 　 　図 6　台 地 の 未 固結 層 と卓 越周 期 の 関係

5．ま と め

本 研 究 の 結 果 を以下 に ま とめ る。
1）帷 子 川 低地 と 大 岡川 低地 の 回 帰式 （1）は ほ ぼ 同 じ数値 に

　 な っ た。
2）鶴 見川 低 地 の 上 ・

中
・下流 部は そ れ ぞれ の 発達 史 に よ

　 り 堆積物 が 異 な る こ と か ら、卓越 周 期 は 下流部か ら上

　 流部 にか けて 長 くな る。
3）下 末 吉 台地 と相模 野台 地 の 台 地 上 の 堆積 物 は 異 な る が

　卓越周 期は 0．2〜0．5 秒 の 範囲 内で 分 布 し て お り、回帰

　 式 （D の 各 数値 は よ く似 た 結果 と な っ た。
4）回 帰式   に お い て A の 値は 台地 の ほ うが低 地 よ り も小

　さく S 波速度が 速い た め、台地 上 の 未 固結層 の 方が 沖

　積層 よ りも固 い こ とが 認 め られ た。
5）地 盤 震 動特 性 は そ の 地 形 の 成 り立 ちや 性 質

・
層 構造 に

　 依 存 して い る こ とは解 析 結果 か ら明 らか で あ り、地 盤

　 震 動特 性 と地 形効果 の 相 関性 が認 め られ た。
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